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家庭的な雰囲気の中で「笑顔のあふれる暮らし」の理念の下、職員も笑顔で過ごし寄り添うことで、入居者の笑顔
を引き出している。心身機能が低下し「したいこと」を確認しにくくなっているが、天気の良い日には庭に出て散歩
をしたり、ゆっくり昔話を聞ける時間を設け、穏やかに日々を過ごせるよう関わっている。言葉数が減ってしまった
方に対しても、急かさずゆったりと過ごせるよう努めている。近隣との交流は少ないが、近くの小学校との交流会
や、中・高校生のボランティアの受け入れ、地域の方々の慰問などでかかわりを持てている。開所から7年が経過
し、入居当初は自分で歩いていた方も車いすの生活となり過ごし方も変化してきている。終末期をどう過ごしたい
か、どう過ごしてもらいたいか・・・ご家族と話し合いを重ねながら、意向に沿えるよう対応させて頂いている。災害
時に備えた避難訓練も、移動時間を計測しながら行うなど実践的な訓練を実施できている。

理念である「笑顔があふれる暮らし」を実践するため、職員は笑顔でいることが利用者の笑顔につながることを理解
して、常日頃明るい気持ちで生活をし気持ちに余裕を持って支援するように心掛けている。管理者は、利用者が穏
やかにそれぞれのペースで職員と共に暮らせる場所になる様に常に職員に伝えており、職員は利用者の表情から
思いを読み取り、そっと見守りながら支援している。職員は、利用者一人ひとりが不快な気持ちや不穏にならないよ
うに否定の言葉は使わないなど、声の掛け方や声のトーンにも配慮している。また、本人の意向を確認して必要な
支援を常に模索しながら行い、できることは見守りで対応している。食事の介助が必要な人にもその人の残存機能
を活かした支援をしている。食事の準備から食後まで職員の適切な言動が利用者の穏やかな食事風景を作ってい
る。






















